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遺伝子組換え植物隔離圃場

企画調整部 情報資料課

隔離圃場の全容

フェンスと樹木で囲まれた正方形の土地が、研

究所の敷地の南にある。面積が約 ａのこの場80
所を訪れるのは容易でない。それは、研究所の敷

地には保安林や圃場や別棟が入り交じっているか

らだ。研究所の正面玄関から左に車で稲荷川を渡

り、別棟や温室を眺め、防風林を南下し、トウモ

ロコシや麦畑の間をぬってこの圃場にたどり着

10く 少なくとも４分はかかる 道を間違えると。 。

分とみても差し支えない。大切なお客を連れて行

くときは、頭に地図をよく銘記しておく必要があ

る。

ようやく到着したこの場所が、研究所構内に野

外で遺伝子組換え植物の影響評価とその安全性を

評価するために設置された「遺伝子組換え植物隔

5 10離圃場 である この敷地の周辺は 高さ ～」 。 、

メートルの防風林で囲まれ、内部には ａの試験7
圃場（ カ所 、 ａの試験圃場（ カ所 、 ａ1 3 4 2.5） ）

の水田（ カ所）が設置されている。このほか作2
、 、 、 、業区域内には 実験棟 機材庫 ビニールハウス

廃水処理用沈殿槽・貯留槽、焼却炉、ビニールハ

ウスなどが整備されている。

このような隔離された屋外の試験圃場が設置さ

れた理由は 「農林水産分野における組換え体の、

利用のための指針」に基づいている。ここには、

①関係者以外の立ち入りを規制するためのフェン

スの設置、②隔離圃場内で組換え植物等を処分す

るための焼却施設、③人の履き物や機械に付着し

て土壌等が隔離圃場から外に出ないようにする洗

浄施設と、洗浄水の土壌懸濁物質等をトラップす

る沈殿槽が設置されている。

また、ここでは遺伝子組換え植物の栽培に当た

って、隔離圃場から種子を含む植物体の圃場外へ

の流出や花粉の飛散を抑制するため、隔離用防風

1.25 10林を設けている。水田施設には、縦 、横

メートルの短冊形のコンクリート枠 枚が配置さ3
れている。そこで使用された灌漑水は、貯留槽で

土壌懸濁物質を沈殿させた後、上澄み液を排水す

る仕組みになっている。遺伝子組換え植物を焼却

処分するための再燃焼型焼却炉もある。

遺伝子組換え実験と規制

ワトソンとクリックが 二重ラセン構造をDNA
解明したのは、今からちょうど 年前のことで50
ある。分子生物学はこの時点から飛躍的な発展を

20 1973 30とげた それから 年後の 年 いまから。 、

年前、コーエンとボイヤーは、大腸菌の遺伝子に

黄色ブドウ球菌の遺伝子を組み込み、遺伝子組換

えの基礎技術を開発した。

人間によって、これまでになかった特性を持つ

生物が作出されるようになったため、遺伝子組換

え技術の取り扱いには慎重な対応が求められるよ

うになった。 年、遺伝子組換え技術の安全1975
性にかかわる世界で最初の会議が、カリフォルニ

アのアシロマで開催された。そこでは、各国が遺

伝子組換え研究の実験指針を設け、自主規制によ

る安全性の確保を図ることが決議された。

アメリカの国立衛生研究所（ で、 年NIH) 1976
に実験指針が公布されたのを契機に、各国で実験

54指針が公表されはじめた。わが国では、昭和

年（ ）に「組換え 実験指針」が内閣総1979 DNA
理大臣名で決定された。平成元年（ ）には、1989

写真1 遺伝子組換え植物隔離圃場の正門

所 内 ト ピ ッ ク ス
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「農林水産分野における組換え体の利用のための

指針 （農林水産省事務次官依命通達）が示され」

たことによって、組換え植物の閉鎖系よおび半閉

鎖系実験（文部科学省の指針に基づく）と、その

後に行われる模擬的環境および開放系における栽

培実験の流れが公的に定められた。

この指針には、ある組換え植物の模擬的環境に

おける栽培試験を行うための場として、組換え体

隔離圃場の設置基準が示されている。当所の「組

換え植物隔離圃場」も、この設置基準を満たした

ものである。

隔離圃場の来歴

農業環境技術研究所の前身である農業技術研究

所は、昭和 年（ ）に東京都北区西ヶ原か54 1979
らつくば市観音台に移転した。この農業技術研究

所の移転にともなって、トウモロコシやアブラナ

科植物の遺伝学的研究のための試験圃場が設置さ

れた。これは、外からの花粉の飛散によって自然

交雑が起こらないように、既存の林を利用して造

成した採種用の試験圃場であった。平成 年2
（ ）に、この圃場の約半分の面積をフェンス1990
で囲み、上記の指針に沿って設置したのが当所の

遺伝子組換え隔離圃場である。これは、わが国で

はじめて農林水産省が認可した遺伝子組換え植物

の隔離圃場になった。

その後、この種の隔離圃場が全国に設置され、

今では全国に カ所設置されている。内訳は、19
独立行政法人研究機関 カ所、公立研究機関 カ7 4
所、民間機関 カ所である。農作物の生育特性や8
地域特性に応じて安全性の確認が全国規模で行わ

れている。

遺伝子組換え農作物の環境影響評価

遺伝子組換え技術の進展に伴って、病害虫や除

草剤に強い農作物が数多く作られはじめた。今で

は世界中の栽培面積は 万ヘクタールを超え5,000
る。他方、不良な環境にも生育できる農作物や、

ビタミン 含量の高い農作物の開発も進められA
ている。こうした組換え農作物の開発、導入、栽

培に際して、その安全性とともに環境への影響を

適正に評価することが重要になっている。

そのためには、組換え体植物の環境に対する安

全性評価が必要である。評価項目は次の３つの項

目からなる （ ）導入遺伝子の存在様式および安。 1
定的発現 形態および生育特性 環境 生、（ ） 、（ ） （2 3
態系）への影響。これらの評価項目は、評価対象

とする組換え植物ごとに逐次検討して選択され、

評価項目に沿って、非組換え植物と比較対照する

ことによって、安全性の確認を行う。

概して、輸入を目的とした安全性評価の利用申

請に対しては （ ）から（ ）までの調査項目を、 1 2
対象とする。一方、開放系利用を目的とする利用

申請には （ ）の項目がさらに加えられることが、 3
多い。平成 年 月には、 トキシンを発現す12 3 Bt
る組換えトウモロコシ（ トウモロコシ）のうBt
ち、花粉で トキシンを発現するものの安全性Bt
評価が新たに運用として加えられた。それまで、

（ ）の環境への影響評価では 「周辺植物相への3 、

影響」と「土壌微生物相への影響」に限られてい

たが 「非標的昆虫種への影響」も評価すること、

になったのである。

（ ）写真2 除草剤耐性遺伝子組換えトウモロコシ 右側

写真3 アミノ酸（トリプトファン）含量を高めた

遺伝子組換えイネ（右側）
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安全性の確認

遺伝子組換え農作物の安全性評価は、政府が定

めた指針にしたがって、いくつかの段階を経て進

められている。実験室で遺伝子を組換えた農作物

は、最初に文部科学省の指針に基づいて、機密性

の高い閉鎖系温室および半閉鎖系温室で安全性が

評価される。次に農林水産省の指針にそって、模

擬的な戸外の環境（これが隔離圃場）で、組換え

農作物の導入遺伝子の発現、生育特性および環境

への影響が評価・確認され、さらに農林水産大臣

あてに開放形利用の申請・承認後に一般の圃場で

の栽培が認められる。最後に、厚生労働省の指針

、 。 、に基づいて 食品の安全性が評価される ただし

家畜飼料の安全性については、農林水産省の指針

にしたがって安全性が評価される。

日本で初めての安全性評価とその後

平成 年（ 、わが国で初めて模擬的環境3 1991）
における組換えトマトの安全性評価が、この隔離

圃場で実施された。タバコモザイクウイルス外被

タンパク質遺伝子をもつウイルス病に強いトマト

の安全性評価試験であった。

その後、平成 年までに当所で安全性評価を13
実施した組換え植物は 件に及び、すべてにつ29
いて安全性が確認された。遺伝子組換え農作物と

新たに導入された有用形質は次の通りである。イ

ネ（縞葉枯ウイルス抵抗性・低アレルゲン性・除

草剤耐性 、トウモロコシ（除草剤耐性・害虫抵）

抗性 、ダイズ（除草剤耐性 、アズキ（害虫抵抗） ）

性 、トマト（タバコモザイクウイルス抵抗性 、） ）

キュウリ（灰色かび病抵抗性 、メロン（キュウ）

リモザイクウイルス抵抗性 、レタス（鉄分高含）

有量 、ペチュニア（キュウリモザイクウイルス）

抵抗性 。）

写真4 隔離圃場見学者への説明

これからの隔離圃場

当所は平成 年度に 「組換え植物の模擬的環14 、

境利用に係わる隔離ほ場の運営要領」を改正し、

隔離圃場で実施する研究を、①法人（農環研）が

実施する基礎的研究、②他の独立行政法人や団体

などとの共同研究（農林水産省の指針に基づいた

遺伝子組換え植物の安全性評価試験 、および③）

団体などからの受託による研究、の つに分類し3
ている。また平成 年 月 日には、カルタヘ15 3 18
ナ議定書を批准するための国内法の整備として、

新しく「遺伝子組換え生物等の使用等の規制によ

る生物の多様性の確保に関する法律案」が国会に

提出された。

この法制化とともに、将来、組換え植物の安全

（ ） 、性評価を実施する組織 事業ベース が拡充され

組換え植物の安全性評価手法等を開発する研究が

。 、 、強化されるであろう 今後 当所の隔離圃場では

新たな安全性評価手法などを開発するための研究

や、当所以外では実施が困難な安全性項目を含む

評価研究、たとえば非標的昆虫や微生物などへの

影響を評価する研究などに特化することが必要で

あろう。さらに、法制化と情報公開に対応して、

これまで以上に精度の高い評価試験を実施するた

めの圃場整備を進めることも重要である。
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